

















Computer Based Learning refers to the use of computers as a 
key component of the educational environment. 
Computer Based Training
Computer-based training (CBT) services are where a student 
learns by executing special training programs on a computer 
relating to their occupation.
ブレンディッド・ラーニング　（Blended Learning）
集合研修とeラーニングを組み合わせ、双方のメリットを活かした
研修や学習の方法．
学習の動機付けやスキルの習得を集合研修で行い、知識の習得
はeラーニングで実施するのが一般的．
（Wikipedia, 日本eラーニングコンソーシアムHPより）
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予備調査の内容
eラーニングへの意識
期待・想定
不安
eラーニングへの移行可能性：現状
環境
スタイル
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アンケートの調査対象
WebClass講習会の参加者
基本的に，eラーニングに興味がある
合計27名 部局別の人数分布
医歯薬（医・歯・
薬）
工学部・生産
教育学部
基盤センター
水産
環シナ
留学生センター
経済学部
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eラーニングという言葉に対する“期待”
11
14
17
11
19
0 10 20
回答数
eラーニングに対する期待
1. 担当講義時間外での、学
生の自学自習環境の充実 
2. 担当講義時間内での、学
生の学習環境の充実 
3. 講義マネージメント（出席
確認、レポート提出、課題進
捗状況把握など）の簡便化 
4. 遠隔地での講義利用
（ネットワーク経由の講義） 
5. 研究室・ゼミ等での活用 
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eラーニングという言葉に対する“期待”
講義時間外での期待が高い
自学自習・ゼミ等
講義という枠にとらわれない使い方
講義マネージメントの簡便化
LMSの得意とするところ
講義時間内ではそれほどでもない
講義自体は現行と大きく変わらない：対面重視
eラーニングは講義補助的役割
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eラーニングに対する“想定“
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17
10
18
6
2
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20
0 10 20
回答数
eラーニングの利用（想定）
1. 授業時間外の自習用の課
題などの提供、質問受付 
2. 学生同士の交流・討論な
ど 
3. 複数教員同士の意見交
換、資料共有など 
4. 授業関連項目の確認テス
ト・アンケートなど（授業時間
内） 
5. 授業関連項目の確認テス
ト・アンケートなど（授業時間
外） 
6. 授業関連資料の提示（授
業時間内） 
7. 授業期間外のサポート（追
加資料、話題提供、質問受
付） 
8. 研究室運営（研究室所属
の教員学生などで活用） 
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eラーニングに対する“想定“
講義時間外の利用・・・“期待”と同様
授業時間外の“授業に関する”サポート
授業終了後の“学びの場”としての利用
学生間・教員間の情報交流が低い
LMSの得意とする部分
“情報共有”は今後の必須スキルとなる
“eラーニング”の普及で浸透するか？
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eラーニングに対する“想定“
授業中の利用は低い
授業環境（PC環境，ネットワーク環境等）の影
響か？
PC等必要ない授業が多いのか？
eラーニング化が問題になるのか？
eラーニングは，現在の授業と対立してはならない！
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eラーニングという言葉に対する“不安”
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7
13
17
0 10 20
eラーニングに対する”不安”
1. eラーニング用の教材・講
義資料などの準備時間 
2. eラーニング用の教材・講
義資料などの作成ノウハウ 
3. eラーニングに用いる機器
類（ハードウェア）の操作 
4. eラーニングに用いる機器
類（ソフトウェア）（講義管理
システム（LMS）など）の操作 
5. 学生へのeラーニングを用
いるための指導
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eラーニングという言葉に対する“不安”
時間と手間の負担
これまでの蓄積の“移行”
新たな教材・資料の作成
作成スキルに関する不安
eラーニング向けの教材作成
対面授業とは違った利用場面（自習，講義外）
に対する工夫
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eラーニングへの“移行”可能性
現状の環境を知ること
eラーニングに耐える環境なのか？
PC環境とその利用実態
Webの利用
Webリソースを使うのか？
Webリソースを使えるのか？
14
講義での学生PC環境の有無
PC環境有 9
PC環境無 18
0 10 20
回答数
PC環境の有無
PC環境無
PC環境有
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講義でのPC環境について
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回答数
PC環境について
1. 教員のみPC端末 
2. 学生のみPC端末を利用 
3. 教員・学生ともPC端末利
用
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講義でのインターネットリソースの利用
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0 10 20
回答数
講義でのWebの利用
1. 授業用のWebサイトを自分
で制作・公開している 
2. 授業内容の関連Webサイト
を授業中に紹介している 
3. 授業時間内にWebサイトを
利用させている（検索や特定
サイトの閲覧など） 
4. 自習課題などで、Webサイ
トを利用した課題などにより、
学生に利用させている 
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講義環境とeラーニング
PC環境があまり整っていない現状
授業時間内でのeラーニングコンテンツの利用は難しい
対面授業ではPC等の利用がないことも
講義時間と時間外で、eラーニング利用を明確に分け
たほうがよいのか？
インターネットリソースの利用が低い
アクセス環境がない
講義とインターネットの乖離
授業に利用できるコンテンツの量が増えるとよいのか？
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まとめと今後の課題
現在の長崎大学の状況にマッチしたeラーニング形態
→「ブレンディッドラーニング」
eラーニングの短期的ターゲット
授業時間外のサポート（利用教員）
自学自習、授業関連項目
担当教員の技術的サポート（管理側）
LMSをうまく使う（講義マネージメント講義用のHPなど）
講義関連資料のマルチメディア化
eラーニングを想定したコンテンツの作成ノウハウ
eラーニングの中・長期的ターゲット
運用組織の充実（管理スタッフ、サポートスタッフ）
環境の整備（ＰＣ環境，ネットワーク環境）
学生支援システムと一体化：学生，教員，事務のトータル運用
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eラーニングとは
結局“言葉”はあるが，定義が不明
定義はなくても，“使える”ものなら問題ない
長崎大学のeラーニングを確立すれば問題ない
“長崎大学のeラーニング”の要件って何？
